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神奈川大学・横須賀市共同市民アンケート調査（第1回）

身近な気候の変化と気象災害に関する市民意識調査
（集計結果）

ご回答いただいた方々（2015年10月15日現在）
◯有効発送数：1971世帯　　有効回収数：894通（回収率：45.4％）

性別 年齢層

◆第１回目の調査では８９４名もの市民の方々にご協力いただきました。ご回答いただいた方のうち男性

が３９％、女性が５６％とやや女性が多くなっています。また年齢層では２０歳代がやや少ないですが、

３０歳代から６０歳代まで各年代の幅広いご回答をいただきました。

お住まいの地域 居住年数

◆市内の各地域からご回答をいただきました。横須賀市に２０年以上お住まいの方が回答者の７２％を占

め、それ以外の方は１０年未満と１０年以上２０年未満の方がほぼ半数ずつとなっています。
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あなたの身近な地域では、10年ぐらい前に比べてここ数年間の気候（気温や降水量など）は変

化したと思いますか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆回答者の４割以上の方が「非常に変化した」と回答し、「やや変化した」と合わせると回答者の約９割

の人が身近な地域でここ数年間に気候が変化したと感じている。

あなたの身近な地域では、10年ぐらい前に比べてここ数年間で次のような気候の変化が生じて

いると思いますか。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆身近な地域でここ数年間に気候が変化したと感じている分野としては、「暑い日や暑い夜が増えている」

「猛暑の続く期間が長くなっている」といった暑さに関することを回答した人が最も多く、次いで「短

時間に降る雨の量が増えている」「短時間の強い雨の回数が増えている」といった豪雨に関することを

回答した人が多くなっている。
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あなたの身近な地域では、ここ数年間の気候の変化で何らかの影響や被害が生じていると思い

ますか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆身近な地域でここ数年間に気候の変化で何らかの影響や被害が、かなりあるいはやや「生じている」と

感じている人は回答者の半数を上回るが、あまりあるいは全く「生じていない」と感じている人も回答

者の３割を超えており、これについては回答者の間でも意見がやや分かれている。

あなたの身近な地域では、ここ数年間の気候の変化で次のような影響や被害が生じていると思

いますか。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆身近な地域でここ数年間に気候の変化で影響や被害が生じていると感じている分野として、「熱中症な

ど暑さによる健康の被害が増えている」と思う人が回答者７割を超えて最も多くなっている。次いで、「短

時間に降る雨により土砂被害が増えていると思う人が回答者の６割近くにのぼっている。
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あなたの身近な地域で、ここ数年間の気候の変化による影響や被害はどの程度深刻だと思いま

すか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆身近な地域でここ数年間の気候の変化による影響や被害が非常にあるいはやや「深刻である」と感じて

いる人が回答者の５割以上いる一方で、あまりあるいは全く「深刻でない」とする人も回答者の３割近

くにのぼり、問３と同様に回答者の間では意見がやや分かれている。

あなたの身近な地域では、将来（およそ50年後） の気温や降水量などの気候は現在に比べて変

化すると思いますか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆次に、身近な地域において将来（およそ５０年後）の気候が現在に比べて「非常に変化する」と感じて

いる人は回答者の６割を越え、将来の気候が「やや変化する」と感じている人を合わせると回答者の９

割以上の人は将来の気候が変化すると考えている。
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あなたの身近な地域では、将来（およそ50年後） に次のような気候の変化が生じると思います

か。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆身近な地域において将来（およそ５０年後）に気候が変化すると感じている分野としては、「暑い日や

暑い夜が増える」や「猛暑の続く期間が長くなる」などの暑さに関すること、「短時間に降る雨の量が増

える」や「短時間の強い雨の回数が増える」などの豪雨に関することが多くなっている。また、将来に「台

風の勢力が強くなる」「海面の水位が上昇する」と考える人も８割前後にのぼっている。

あなたの身近な地域では、将来（およそ50年後） の気候の変化で何らかの影響や被害が生じる

と思いますか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆将来（およそ５０年後）の気候の変化が身近な地域に何らかの影響や被害を生じさせると感じている人

は、「かなり生じる」と「やや生じる」を合わせると回答者の９割近くにのぼる。
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あなたの身近な地域では、将来（およそ50年後） の気候の変化で次のような影響や被害が生じ

ると思いますか。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆将来の気候の変化で身近な地域で何らかの影響や被害が生じると考えられる分野として、「熱中症など

暑さによる健康の被害が増える」ことを「非常にそう思う」と回答した人が回答者の６割を超え、次い

で「短時間に降る強い雨による土砂被害が増える」や「短時間に降る強い雨による浸水災害が増える」

など豪雨による被害の増加を「非常にそう思う」と回答した人がいずれも４割以上となっている。

あなたの身近な地域で、将来（およそ50年後） の気候の変化による影響や被害はどの程度深刻

になると思いますか。あてはまるもの一つに○をつけてください。

◆将来の気候の変化による影響や被害が身近な地域で「非常に深刻になる」と感じている人は回答者の約

４割で、「やや深刻になる」と感じている人とを合わせると回答者の８割以上が身近な地域で将来の気

候の変化に影響や被害は「深刻になる」と感じている。
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気候の変化による影響や被害を抑えるための対策として、次のような取り組みはどの程度有効

だと思いますか。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆気候の変化による影響や被害を抑えるための対策として、警報システムや土砂崩れ対策などの設備整備

を「非常に有効である」と回答した人が最も多くいずれも６割以上となっている。このほか、防災訓練、

洪水調整池などの設備整備、土地利用規制、高齢者世帯へのケアなどの対策を「非常に有効である」と回

答した人も半数以上にのぼる。

気候の変化による影響や被害を抑えるためには、どのような取り組みを行うべきだと思います

か。それぞれについて、あてはまるものに○をつけてください。

◆気候の変化による影響や被害を抑えるための取り組みを、国や自治体が責任をもって行うべきだと強く

思う人は７割を超える一方で、自治会などが行うべきだと強く思う人は４割程度となっている。
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あなたご自身は、気候の変化による被害を減らすために、次のような取り組みを行っています

か。あるいは今後、行いたいと思いますか。それぞれについて、あてはまるものに○をつけて

ください。

◆被害を減らすためのすでに行っているご自身の取り組みとしては、気象情報の積極的な収集のほか非常

用持ち出し袋などの備え、家屋の補強・固定、ハザードマップの確認などの実施が多くなっている。

あなたは、気候の変化による影響や被害に対して次のような不安がありますか。それぞれにつ

いて、あてはまるものに○をつけてください。


